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(-) 

員

参
議
院
地
方
選
一

産

会

一

間

説

山

議
同
選
挙
に
お
一

抑
制
演
け
る
立
公
滴
説
会
一

新
治
が
、
大
村
恥
で
は

一

日

B
つ
ぎ
の
日
程
に
よ
一

幻

制

り

開
附
さ
れ
ま
す

上

選

の
で
、
お
知
ら
せ

引

し

ま

す

。

司£
④
六
月
二
十
究
日
午
筏
七
時
か

ら
、
大
村
市
公
会
室

(
大
村

市
中
央
ぬ
民
舘

④
六
月
二
十
七
日
午
後
二
時
か

ら、

竹
松
利
社
会
館

(
体
育

館
)

E
R

第
二
回
大
村
市
美
術
一主
任
)

MUM
展
は
五
月
十
八
日
か
ら
一
A
庶
務
税
法
規
係
長
H
新

設

富

論
刊
二
十
-
日
ま
で
四
日
間一

永
勝
市
(
麓
設
課
監
理
係
長
)

家
中
央
公
民
舘
で
開
か
れ
三

市
民
課
一
同
籍
係
長
林
常
雄

た
ま
し
た
。

一
(福
祉
票
所
保
護
係
長
)

つ

一
ム
商
工
水
産
持
商
工
係
長
勝
盛

〕
一

出
品
点
数
は
百
二
十
一

A
F

』

一軍

(
事
時
事
課
業
務
係
長
)

ゅ
h
一
ニ
点
で
連
日
多
数
の
参
一

L
I町

一
ム
保
障
衛
吋
課
衛
生
係
長
大
町

間

警

が

つ
め
か
付
、
笠
宮
徳
(
農
林
親
林
務
係
長
)

盛

況
で
し
た
。

一ム
保
険
衛
生
野
清
掃
係
長
H
新
設

(
申
央
公
民
舘
)
一

尾
駅
国
雄
(
税
務
鮮
固
定
資
産

;
I
1
;
i
一税
係
長
)

来

年

勤

続

で

表

彰

一会
議
監
理
係
長
土
井
背
之

一助
(
一
一一
補
出
掛
所
長
)

全

国

議

長

会

よ

り
一
ム
事
業
棋
管
理
係
長
井
開
頼
三

永
年
在
職
市
議
会
欝
員
お
よ
び
永
一郎
F

竹
松
出
頭
升
長
)

年
勤
続
融
会
事
務
局
職
員
と
し
て
一
ム
福
祉
事
務
所
保
持
係
長
朝
野

資
格
震
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す

つ
ぎ
の
警
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た

一ゴ
平
人
(
西
大
図
書
き

今
年
の
三
月
十
一
日
ま
一
仁

大

付

-

ム一
一一
問
出
強
所
長
山
口
閉
法

市
に
住

Z
Yめ
た
尚
二
十
才
以

議
員
(
十
五
年
在
職
)

一
(松
一胤
仙
担
問
長
)

上
の
人
(
昭
和
十
七
年
六
月
十
一

一

-

藤
川
茂
、
福
井
載
奏
、
藤
崎
寛
一
一ム
西
大
村
出
張
所
長
特
万
彦
市

日
ま
で
に
生
れ
た
人
)
で
、
現
在

一七
月
一
円
の
参
議
院
輯
員
選

挙

の

一

が

で

き

な

い

な

ど

の

と

き

、

ぁ

一

農

家

の

み

な

さ

ん

に

よ

び

か

け

一

日

百

ぽ

訪

銀

山

一

即
時

即

時

時

間

γ
一

同

信

任

勤
続
)

一
(市
長
一
戸
籍
係
長
)

有
効
な
選
挙
人
名
簿
L
登
録
軒
格
十
議
長
公
務
む
た
め
の
出
顕

一ら
か
じ
め
不
在
者
投
票
を

す

る

と

一

対
ず
れ
宮

山

が

ト

一

震
い
万
一

農

協

案
由
レ
て
市
長
に
提
出
一

一ム
竹
松
皇
室
森
林
勝
見

引制

M
lあ
っ
て
一
訂
版
諮
問
認
否
認
邸
主
計
一
新
薬
P
C
P
の
使
い
方
で
一
号
日
目
的
諮
問
二
諸
国曹の
交
付
ぞ
つ
け
て
事異動

一心
諮
問
喜
久次郎

日
足
立
一
語
没
者
一
昔
話
泊
予
臣
官
官
一昨
昨
日
一
山
知
一
時
間
一②目当臨む一昨一一昨日間
一期間
一一臨時

六

月

正

一

一一
い

は

い

パ

ゴ

円

い

げ

は

目

立

日

げ

足

立

問

ド

今
年
か
ら

wr詩
立
③持

E
iム詩
型

思

長

九

時

日

一

間

さ

っ

た
人
材
を
選
出
し
て
、
身
一

選

挙

区

一
じ
な
っ
て
お
り
ま
す
。
一
た
だ
く
よ
う
よ
び
か
げ
て
お
り
ま
一

く
わ
し
い
と
と
は
童
話
、

一ム
税
務
課
固
定
資
産
税
係
長
津
一釦

ド

露

係

長

H
新

設

事

分
的
に
安
定
さ
せ
、

第
二
院
と
し
一
選
挙
区
は
全

国

竺

選

霊

安

一

定

数

一

す

。

一

鹿
協
、
普
及
所
に
お
尋
ね
く
だ
一
回
清

(
財
務
課
)

一業
主
岩
永
荒
郎
兼
任

て
の
特
色
を

じ

由

る

全

国
区
と
、
各
都
道
府
県
を
一
一
定
数
は
ニ
冴
札
十
人
で
、
そ
の
内
一
こ
れ
だ
け
は

一

さ
い
。

一ム
艶
林
課
林
務
係
長

原

口

正

夫

一

(

庶

務
耕
)

せ

る

た

め

で

す

。

選

挙

区
と
す
る
地
万
区
の

二

重

げ

は

す

人

的

万

票

百

五

一

守

っ

て

く

だ

さ

い

工

時

除

草

剤

P
C
P

対
策
一
心
昨
日
時
十
国
民
住
金
係
長
一

社

会

福

祉

事

業

に

寄

付

任

期

3
r
u
Z使
川
し
ふ
ろ
と
一

言
正
己
(
警
護
員
会
庶
務
課
一

市
内
一
の
郷
三
九
川
源
熊
太

義

明
議
員
の
任
則
川
衆
議
院
議

一

&

建

t
s
s
{急
対

tミ
ミ
{
率
}
ミ
;
長
惨
事
色
時
44s，‘
y
S

ト
郎
さ
ん
は
亡
父
徳
次
郎
さ
λ
の
忌

貝
の
四

年

よ

り

長

く

六

年

と

な

っ

一

引

揚

者

国

債

を

担

保

に

一

十

一

円

一明
に
際
し
、
差
益
郷
二
九
一

て
お
り
、

単
数
支
障
制
ζ

な

っ

て

一

一

(

右

は

六

月

申

込

み

七

月

十

五

↑
黒
回
マ
サ
肯
ん
日
亡
夫
清
一三
郎
さ

い
る
の

で

、

三

年

ご

と

全

国

区

に

一

更

生

資

金

を

貸

付

一

日

貸

付

の

分

で

す

が

各

月

少

々

一ん
の
忌
明

に

際

し

主

主

義

冗
十
人
、
地
万
は
七
十
五
人
の
議

一

一

異

な
り
ま
す
)

一封
を
町
の
社
会
福
祉
事
業
に
寄
付

員
を
選
出
す
る
た
め
の
通
常
選
挙
一
引
楊
者
給
付
金
の
国
債
稔
担
保
に
一
〈
貸
付
額

一

一さ
れ
ま
し
た
、
戸
期
祉
事
務
附
)

一

一

一ム
貸
付
限
度

一

が
行
江
わ
れ
究

す

。

一

更
生
資
金
を
つ
ぎ
の
と
お
り
受
付

一
額
面
二
万
八
千
円
券
で
一
万
四
一

一

被

選

本

権

一

け

ま

す

。

一千
五
百
二
十
五
円

一
一

世
帯
に
つ
き
五
万
円

一

敬

老

院

に

寄

付

一

一

一

ム

申
込
用
紙
は
福
祉
事
務
所
社

一

参
議
院
縄
員ハり
同
選
挙
権
(
候
補
一
ム
申
込
書
受
付
時
制

一
額
面
二
万
同
券
で
一
万
一
一
.
百
七
一

一

一

一

会

係

に

単

備

レ

て

お

り

烹

す

の

で

一市
内
上
仲
路
四
七
六
松
野
蝦
氏
は

者
と
な
る
乙
と
が
で
き
る
年
金
て
ハ
月
‘
八
月
、
五
、
十
二
月

一

十一
一円

一国
債
お
よ
び
給
付
金
急
用
の
印

一亡
妻
テ
J

夫
人
の
忌
附
に
際
し
金

星
令
満
三
十
才
以
上
で
、
衆
議
一
貫
の
十
日
か
じ
十
五
日
ま
で

一
額
面
一

万
平
円
券
で
七
千
七
一
堂
持
っ
て
申
し
出
て
く
だ
さ
い
正

o
c
o
Z華
院

に

高

さ

量

員
よ
り

2京
高
く
な
一
ム
現
金
貸
付
申
込

一
百
八
十
円

明

(

福
祉
事
務
附
)

一れ
ま
し
た

っ

て

お

り

ま

す

。

申

込

月

の

翌

月

の

十

五

日

一

額
面
七
千
円
券
で
一
一
一
千
六
百
三

補
充
選
挙
人
名
簿

申
述
調

は

同

日

、
ま
で

定価一部五円

登
録
資
格
の
あ
る
人

J¥  

の
登
録

一
日
号
の
本
紙
に
く
わ
し
く
掲
載

し
て
お
り
ま
す
。

投
票
所
入
場
券
を

確
か
め
ま
し
ょ
う

投
票
日
に
不
在
の
人
は

川

口

ザ

通

通

参
議
院
議
室
挙
札
お
い
て
調
製
…ま
で
の
七
日
間
、
現
在
効
力
の
あ

一

…

3
恒

値

…

し
ま
す
補
充
選
挙
人
究
仰
の
こ
と
一
る
選
挙
人
名
樽
を
皆
さ
ん
の
閲
覧

一

川

軒
町

に
つ
い
て
は
、
六

2
日
号
の
乏
に
供
し
ま
す
の
で
、
閲
覧

υた
い

一

…

詰

番

番

番

番

…

紙
で
く
わ
し
く
お
知
ら
せ
し
て
お

一人
川
選
挙
草
委
員
会
事
務
局
へ

一室

院

議
員
選
挙
の
投
票
所
入
試

=

日

ω
日

ω
川

り
ま
す
が
、
登
録
質
格
が
あ
る
人

一申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

一券
は
、
六
月
八
日
ご
ろ
発
送
い
た
市
ぜ

江

附

川

町

佐

川

は、

六
月
十
八
円

午

後

毒

事

一な
お
、
期
間
中
各
出
禁

に

名
簿一
し
ま
す
の
で
、
数
日
た
っ
て
も
お
一
…
合

2

2

2

E
山

に
、
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
か

吾

妻

備

え

つ

け

ま
す
の
で
、

一手
も
と
に
届
か
な
い
と
き
は
至
急
一
川
均
一
一

出
頭
号

、

先

な

く
登
録
申
請

一そ
れ
を
と
覧
に
な
っ
て
も
結
構
で

一
選
挙
管
理
委
員
会
か
出
張
所
へ
申

一

川

川

日

後

白

川

を

レ

て

く

だ

さ

い

。

一

す

。

一し
出
て
く
だ
さ
;

市

一

以

-

庁

曜

川

lv

而
挙
e

平

退

日

一…

選

…

不
在
者
投
票
を

参
議
院
の
ブ
レ

キ
役

参
議
院
の
性
格

わ
が
国
の
国
会
は
、
癒
法
じ
も
一
か
し
、
乙
れ
ほ
決
し
て
餌
二
院
的

と
づ
い
て
、
衆
議
院
と
参
議
院
の
一
性
格
の
審
議
院
そ
騒
視
レ
て
い
る

ニ
院
制
で
構
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
一
と
い
う

r
と
で
な
く
、
普
通
の
場

が
乙
の
二
院
制
は
、

一
院
制
じ
お
一
合
は
両
院
の
異
な
っ
十
一位
格
に
よ

げ
る
行
き
す
ぎ
を
お
さ
え
、
国
会
一
っ
て
、

審
議
K
慎
重
そ
期
し
、
ひ

の
審
議
を
慎
重
に
す
る
た
め
に
採
一
と
し
く
国
政
の
方
針
和
審
構
ず
る

用
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

一橋
脚
内
と
責
任
を
も
っ
て
お
り
ま
す

両
院
は
別
々
に
会
議
を
開
い
て
独
一
参
鵠
院
は
衆
議
院
に
く
ら
べ
、
選

立
し
た
融
決
を
行
な
い
、
そ
の
結
一
挙
民
、
定
数
、
任
期
、
年
令
な
ど

果
が
両
院

‘
致
し
て
、
国
会
の
議
一
す
べ
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
異
な
っ
て

決
が
成
立
す
る
の
で
す
が
、
両
院
一
お
り
ま
す
。
乙
れ
は
衆
議
院
と
は

の
考
え
が

-
致
し
な
い
と
い
う
一別
の
角
度
か

ι議
員
を
選
6
び、

特
別
主
場
合
の
た
め
に
、

e

衆
鵠
院
一
ま
た
解
散
と
い
ろ
制
度
も
と
ら
ず

の
力
を
審
議
院
に
く
ら
べ
て
、
や
一そ
の
構
成
に
継
続
性
を
も
た
せ

や
強
大
に
し
て
、
衆
議
院
の
優
越
一
専
門
的
、
研
究
的
立
場
か
ら
国
政

性
が
認
め
ら
れ
て
お
り
吏
ず
。
し
一房
審
議
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
誠
見

衆議院の行きすぎや

参議院 の役割 傾きすぎに、プレー

キをかけたり、修正したりもする

動i
i動 くi
iか 金i
iぬよ i
iーり i
i票 i
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L
A
P
L
|

大
村
背
年

プ

ー

格

会

欝

附

で

は

1-植
五
同
八
日
、

2
7大

村
公
開
桜

戸
/
司
コ
{
田
掘
に
つ
つ

(

一

本

じ

三

千

本

老

「
ノ
プ
!
植
樹
レ
ま
し

)
，
一
ノ
た
。
乙
れ
は

で

伺

一

大

村

公

園

が

d--キ
-
県
下
一
の
桜

3
J
I
F

、
の
名
所
と
し

排

一

年

て

名

声

蓄

の

一

カ

し

て

い

ま

す

1
1
一
切
，
が
、
桜
の
シ

h
p
Z
3
1ズ
ン
は
短

桜

簡

で

あ

り

つ
つ
じ
を
植
え
る
乙
と
に
よ
っ
て

桜
に
ひ
き
つ
つ
い
て
、
つ
つ
じ
の

観
光
も
で
き
、
多
く
の
観
光
客
を

誘
致
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
村

市

ω発
展
に
役
立
て
た
い
と
い
う

乙
と
で
、
五
カ
年
聞
に
一
万
本
の

つ
つ
じ
者
植
樹
す
る
計
画
が
た
て

た
も
の
で
す
4
0

乙
均
値
樹
に
つ
い
て
は
大
村
育

年
会
輔
所
が
計
画
し
一
般
の
事
業

よ大村市政だ

所
、
町
代
な
ど
に
呼
び
か
け
、
つ
つ

じ
苗
の
寄
贈
令
交
げ
、
二
干
本
の

苗
木
が
集
よ
り
忘
し
た
の
で
第
一

配
度
の
Mm
え
e

ノけ
や
行
な
っ
た
も

の
で
す

L

将
来
は
自
然
美
一
L
恵
ま
れ
た
大

村
公
闘
が
、

桜
と
つ
つ
じ
の
金
附

と
な
り
、
県
下
一
の
立
派
な
公
園

と
し
て
、
市
民
の
い
と
い
の
場
、

そ
し
て
、
観
光
地
と
な
る
乙
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
も
、
関
係
者
の

努
力
が
立
派
に
実
る
よ
う
、
乙
れ

ら
の
観
光
資
源
を
育
て
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

(
商
工
水
産
相
関
)

子
ど
も
大
ち
の
事
故
は
皆
無

(毎月lB.l0B.lO日発行〉

ま
だ
多
い
車
両
な
ど
の
放
置
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婦
人
会
員
の

日
看
護
婦

ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
を
記
念
し
て

植え込みをする青年会議所の人たち

大
村
市
婦
人
会
員
十
四
名
は

五
月
二
十
九
日
市
立
病
院
を
訪

れ
、
一
日
看
護
婦
と
し
て
実
習

を
し
ま
し
た
。
と
れ
は
五
月
十

二
日
の
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
日

に
ち
な
み
、
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル

の
遺
徳
を
記
念
す
る
行
事
の
一

環
と
し
て
行
な
っ
た
も
の
で
す

一
日
看
護
婦
に
な
ら
れ
た
婦
人

会
員
は
、
院
長
の
あ
い
さ
つ
を

う
け
、
手
術
室
を
見
学
し
た
の

ち、

病
棟
、
例
来
に
分
か
れ
て

看
護
婦
の
日
常
の
仕
事
を
要
習

し
ま
し
た
。

実
習
が
絶
っ
て
か
ら
看
護
婦

の
研
修
会
と
い
っ
し
ょ
に
盲
腸

炎
の
早
期
発
見
な
ど
の
講
義
を

聞
き
、
座
般
会
を
開
き
ま
し
た

そ
の
座
談
会
に
お
付
る
意
見
は

つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

ム
い
ま
ま
で
は
病
人
の
立
場
だ

け
の
考
え
で
見
て
き
た
看
護
婦

や
病
院
と
い
う
職
場
を
身
を
も

旨民の 機名者(

毒2護問石石斉成果をあげた
解な訓婦し誠一

表え官会宍a?交通安全運動
、がもまこ件十 . 
交、とたれ発日発週交な金ら在
通本よ は は 生 )生間通わ国 ニ

??ii鱈i32i5ti;
の は期車大徒、た閉ま果く
か ま 間 立さ ω重。ぐたで守2た { 似 !r事 52らケすり

l 、てT にの峰故 : 三いガ
発問県が叡に

の般ル、 tセ l尽でなや本、程 尽

4ZA 主因究竺第覇害警 沢
ぎ省'1u 事 た、闘い七た
のや 7回 故 乙学閥軽自だ
よ運 L の と童申徴 l い
う転 r、 原 は←、死で十たな者、，・ 因 、生亡し日 結

要 rr い心に転た合な
マ望，~ よ働対さめい ど た ① た①

が L、うけす む の 運 で め 車 五 干
V に、るる事転ほのどめ 字

選広事量季議会宅福之美雪量豊
思五柄出量委4宅怒g 量突芸
道芸 合理主竺を誇宗主官

ず 起 運 層 人 て の か な

罪。 主E三皇だ存主 宅

方
法
を
守
っ
て
い
な
い
。

く
に
中
年
の
人
に
多
い
)

マ
踏
切
の
一

E
停
車
が
ほ
と
ん

ど
守
ら
れ
て
い
な
い
。

マ
各
方
面
商
庖
街
(
と
く
に
本

町
通
り
)
の
路
上
駐
車
や
自
転

車
、
バ
イ
ク
の
放
置
が
非
常
に

多
く
混
雑
し
、

一
般
芦
打
者
は

危
険
で
あ
る
。

マ
商
庖
街
の
日
除
げ
が
つ
き
出

さ
れ
て
と
く
に
パ
ス
の
運
行
等

に
支
障
が
あ
り
、
危
険
で
あ
る

マ
通
行
区
分
帯
(
ニ
線
)
の
駐

車
は
し
な
い
よ
う
に
し
て
も
ら

い
た
い
。

(
大
村
警
察
署
、
大
村
市
交
通

安
全
協
会
)

っ
て
経
験
レ
、

今
後
入
院
し
た

と
き
注
意
し
な
け
れ
ば
な
丸
な

い
点
そ
強
く
感
じ
た
。

ム
病
院
は
な
ん
と
い
っ
て
あ
看

護
婦
さ
ん
で
良
く
も
思
く
も
な

る
と
と
ろ
で
あ
り
、
応
接
一
つ

の
仕
方
で
も
、
そ
れ
が
病
院
を

代
表
す
る
よ
う
な
も
の
で
あ
り

ご
苦
労
な
仕
事
だ
ど
思
ろ
。
実

際
に
看
護
婦
の
職
場
の
状
況
を

知
り
有
賀
義
で
あ
っ
た
。

(市
立
病
院
)

下
は

H
手
術
場
事
見
学
す
る
婦

人
会
員

と

た
の
し
い
童
話
大
会

ム
主
催
大
村
市
教
宵
委
員
会

ム
期
日
六
月
十
七
日
(
日
曜
)

午
前
九
時
三
十
分
か
ら
十
二
時

ま
で

ム
会
場

ム
対
象

生
徒

申
央
公
民
館

市
内
小
申
学
校
兇
童

①
一
信

一一
自衛官

U

集

間
利
一一一トト
υ

年
広
第
一
一次
二
等

睦
、
海
、
空
±
を
つ
ぎ
の
と
お
り

募
集
し
に
い
ま
γ
。

ム

出

演

の

先

生

一

募

熊
人
民

大
村
山
学
校
原
田
真
市
先
生
一
一等
陸
士
約
以
五

O
O名

松
原
小
学
校

山
口
消

先

生

一

等

海

土

約

六

0
0名

回
大
村
小
学
校
清
風
睦
美
先
生
一
」
等
空
士
約

一
0
0
0名

竹
松
小
学
校

印
野
幸
人
先
生

二

昨

持
資
格

中
央
公
民
組

雄

城

主
事

十
八
J
以
上
二
十
五
才
未
満
の

(
教
育
蚕
員
会
)
日
本
国
絡
を
有
す
る
男
子

三
鼠
験
料
同

道
路
新
設
工
事
の
た
め

改
葬
先
H
高
知
市
共
同
墓
地

届
出
先
日
高
知
市
長
、
氏
原
一

作。
由
民届

出
期
間
日
昭
和
三
十
七
年
七

男
子
【
市
内
】
縫
エ
年
令
不
問

月
三
十
一
日
さ
で

歩
合
給
・
自
動
車
修
理
工
年
令
初

ム
墓
地
の
所
在
也
H
玖
珂
郡
大

i
却
才
通
勤
日
位
二
四
O
t四
五

国
村
大
字
神
代
凶
凶
一一一
O
ノ
三

O
円
・
集
金
人
保
令
け
い
J

U
才
通

改
葬
理
由
日
中
学
校
舎
建
設
の

;

月
政
一
五
O
O
O
lニ
0
0
0
0

た
め

円
・
各
種
自
動
単
運
転
手
年
令
日

改
界
先
H
玖
珂
郡
大
山
村
穴
字

I
6才
通
勤
月
政
一
二

O
O
O
i

神

代

四

二

二

六

番

地

}

五

0
0
0円

届
出
先
H
大
島
村
役
場
総
指
課
【
県
内
】
仕
主
・
旋
盤
・
溶
接
・

届
出
期
日
日
昭
和
三
十
七
年
六
製
缶
・
鍛
治
工
年
令
初
l
日
才
社

月
三
十
日
ま
で

宅
、
寮
完
備
日
政
四
五
O
J六
O

く
わ
し
い
ζ
と
は
保
験
衛
生

O
円

課
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
【
県
外
】
機
械
工
程
管
理
工
年
令

(
保
険
衛
生
課
)
M
1
n
才
円
収
凶
O
O円

O
A
W品
""AVan

そ
の
他
各
種
多
数
あ
り

女
子
【
市
内
】
旅
館
女
中
お
J

【

個

人

の

部

〕

-

位

H
お
才
住
込
五
0
0
0円
・
庖
員
却

水
泳
五
0
メ
ー
ト
ル
自
由
形
高
才
前
後
通
勤
片
収
五

o
o
o
t七

橋
保
凡
(
海
上
自
衛
隊
)

0

0
0円
【
県
外
】
紡
繍
工
M
l

=
位
日
剣
道
(
四
十
才
代
)
一
お
才
月
政
手
取
七
O
o
o
t八
O

潮
亘
(
竹
松
部
隊
)
・
剣
道

(
O
O円
・
埼
修
工
日

l
m才
同
政

三
十
才
代
)
片
山
一
郎
(
大
村
手
取
六
0
0
0円
以
上
・
製
網
工

嘗
察
署
)

日
l
m才
六
0
0
0円
以
上
・
燃

剣

道

協

会

が

表

彰

さ

る

紙

工

日

l
お
才
六
0
0
0円
以
上

な
お
、
当
日
大
村
市
剣
道
協
会
は

・
織
布
工
日

1
初
才
七
0
0
0円

社
会
体
育
の
振
興
、
少
年
防
犯
に、

以
上
・
看
護
婦
問
才
ま
で
月
収
手

協
力
し
た
功
績
に
よ
り
県
知
事
カ

ー

【

団

体

の

部

】

二

位

道

、

柔

取

八

O
O
O
t九
0
0
0
円

ら
表
彫
を
受
付
ま
し
た
。

道
、
体
換
(
男
・
女
)
相
償
、
弓
〔
写
真
〕
上
H
入

場

式

(

大

村

職

業

安

定

所

)

道

(

遺

的

)

下

日

剣

道

協

会

の

表

彰

中
学
校
卒
業
開
度
で
国
語
、
作
一
川
-
E
z
-
-
-
=
=
-
1
1
=

文
秀
数
学
、
社
会
の
筆
記
試
験
一
一
…

h
J孝
…
…
治
安
の
加
事
が
同
じ
ま
り
ま
す
。
思

一川

:
J
J
・
-
:
主
防
除
を
行
な
い
、
夏
校
の
伸
川

身
体
検
査
お
よ
び
口
班
試
験
一

四

採

用

予

定

時

期

市

【

み

か

ん

】

雪

箇

り

ま

し

ょ

う

。

一

川

天

牛

産

卵

防

止

の

た

め

の

雛

川

七

月

か

ら

九

月

一

五

受

付

関

市

温

州

み

か

ん

は

、

夏

肥

施

用

剤

塗

布

が

済

ん

で

い

な

い

場

合

…

一
川
の
時
剃
で
す
。
早
生
温
州
で
、
は
早
自
に
塗
り
ま
し
ょ
う
。

六
月
一
日
か
ら
八
月
三
十
一
日
一

一
川
ま
だ
施
し
て
い
な
い
場
合
は
早
い
よ
い
よ
帽
雨
期
で
す
。
降
川

ま
で

一

六
一
段
駅
周
日
一
…
く
施
し
、
普
通
温
州
も
印
旬
が
雨
に
よ
る
土
の
流
れ
を
防
ぐ
た
…

一
川
滴
期
で
す
。
作
柄
か
ら
、
今
年
め
、
敷
わ
ら
、
敵
草
を

υゅ
う
川

受
付
期
間
中
、
毎
週
金
曜
日
一

一
川
は
燐
酸
、
加
盟
分
を
一

l
ご
割
ぶ
ん
施
し
ま
し
さ
つ
。

志

願

者

は

市

役

所

市

民

課

ま

た

は

一

川

;

一
川
智
置
多
く
施
し
ま
し
ょ
う
。
今
年
植
の
幼
本
は
追
肥
の
時
川

出
頭
所
へ
志
願
票
を
提
出
し
て
く

7

4

一
川
成
木
、
若
木
の
落
葉
障
害
園
期
で
す
。
窒
素
、
燐
酸
、
加
里
川

だ

さ

い

。

一

一
川
で
は
、
栴
肥
量
を
減
じ
、
石
灰
品
川
を
お
く
れ
な
い
よ
う
に
施
し
川

造

林

地

の

下

刈

日

類

バ
耐
用
に
努
設
ま
し
ょ
う
。
ま
し
ょ
う
0

1

コ

ン

ク

ー

ル

一

一

幼

木

、
若
木
で
は
エ
カ
キ
虫

(
県
普
及
事
溺
所
)
川

農
林
課
で
は
昨
年
に
引
続
き
一
"
圭
E
2
2
5
5
2
2
5
2
2
2
2
E
2
2
2
1

今
年
モ
造
林
地
の
下
刈
コ
ン
ク

ー
ル
を
開
催
い
た
し
ま
す
の
で

関
係
者
は
ふ
る
っ
て
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

ム
期
日
日
自
問
和
三
十
七
年
六

月
二
十
日
至
昭
和
三
十
七
年
九

月
末
日
ム
参
加
資
格
H
一
団

地
で
0
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上

の
造
林
地
。
申
請
書
は
各
出
張

所
に
用
意
レ
て
あ
り
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
農
林
課
ヘ
問

合
せ
て
く
だ
さ
い
。

(
農
林
線
)

墓
地
の
改
葬

ム
墓
地
の
所
在
地

H
高
知
市
蛭

ヶ
谷
字
王
子
芝
四
四
の
一
、
ニ

番
地

改
葬
の
理
由
H
蛭
ケ
容
福
井
線

大
村
か
ら
ニ
百
九
十

一
名
参
加

川
田
県
民
体
育
祭

第
十
五
回
県
民
体
育
祭
は
五
月

二
十
六
日
、
二
十
七
日
の
二
日
間

島
原
市
で
行
な
わ
れ
大
村
よ
り
役

員
三
十
名
選
手
二
百
九
十
一
名
が

参
加
し
ま
し
た
ω

成
積
は
、

〔
島
原
)

求
人
案
内


